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令和５年度を振り返って 

 

令和 5 年の夏は、危険な暑さとまで言われる酷暑でした。 

秋口まで続いた暑さの中、9 月 22 日から 25 日にかけて、日本が誇る砕氷艦「しらせ」が蒲郡に初寄港

しました。生命の海科学館もそれに合わせて、『海と日本 PROJECT 海・みなと・蒲郡“海の大冒険！” 特

別展「南極大陸 2023 氷の下のタイムカプセル」』を開催いたしました。会期は令和５年７月 15 日（土）

から 11 月５日（日）まで。海上自衛隊横須賀地方総監部様、砕氷艦「しらせ」様に全面的なご協力を頂

いたおかげで、会期中の土曜・日曜・祝日には、会場に南極の氷を展示させて頂くことができました。小

さなお子様連れから大人の皆様まで、多くの方が氷に触れ、融けるときに泡が弾ける音に耳を傾けなが

ら、楽しんで下さっていました。また「日本財団 海と日本 PROJECT」の助成を受けたことにより、大

学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所様、防府市青少年科学館ソラール様、名古

屋大学博物館様から貴重な標本や映像など展示資料をお借りすることが叶い、南極大陸に相応しい、大

規模で充実した展示を実現することができました。蒲郡に寄港した砕氷艦「しらせ」が一般公開を行った

11 月 23 日と 24 日には、合計 13,256 人の方が港に詰め掛け、愛知県では過去最高の来場者数となった

そうです。両日に生命の海科学館を会場に開催した「砕氷艦しらせ乗員による講話会」も、いずれも満員

の大盛況でした。南極探検に興味関心を寄せる市民の方の多いことを実感し、大変嬉しく思いました。 

夏休み期間に開催した企画展「サメ展」も非常に好評で、近隣の豊橋市自然史博物館様にご協力を頂き

実現した、現生のサメの表皮に触れられるコーナーが人気でした。他にも、化石となった生物たちから現

在の生きものまで様々なテーマで企画展を開催し、一年を通じて多くのお客様に足を運んで頂くことが

できました。 

また令和５年度も、毎週土日と祝日には、様々なワークショップやサイエンスショーなどの体験教室を

開催いたしました。もの作りや読み聞かせから最先端の科学技術まで、ご協力下さった企業様、団体様、

個人の講師の皆様のおかげで、大変幅広い、充実した内容が揃いました。新型コロナウイルス感染症が

「５類感染症」に分類されたことに伴い、ご協力下さった皆様の熱意にお応えするかのように、参加者も

回復・増加の傾向が見え、胸をなでおろした次第です。同様に１階の「陸のひろば」を一部活用プログラ

ムを変更して再開したことも功を奏し、前年度よりも多くの皆様に当館をご利用頂くことができました。 

加えて、前年度から生命の海科学館に配属された理科指導主事の活躍で、蒲郡市内の学校との連携が進

み、本年は市内１３校（小学校１０校・中学校３校）を対象に１９回の連携授業を実施することができま

した。まだ始まったばかりではありますが、連携授業に参加した児童・生徒や現場の先生がたからは嬉し

い感想が届き始めており、今後一層連携を強化して参りたいとの思いを新たにしております。 

どうぞ今後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和６年 3 月 31 日 

蒲郡市生命の海科学館 館長 山中敦子 
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Ⅰ 展示部門 

１ 常設展示 

(1) 常設展示室内の顕微鏡観察コーナー刷新 

双眼実体顕微鏡の台数を２台増設し、4 つのコーナーで顕微鏡観察を行えるようにした。 

・隕石 3 種（隕鉄，石鉄隕石，石質隕石） 

・岩石３種（アカスタ片麻岩，ストロマトライト，縞状鉄鉱層） 

・化石３種（アンモナイト，フズリナ，珪化木） 

・魚類化石３種（頭骨の化石，尾鰭の化石，ウロコの化石） 

CCD カメラをモニターに接続し、接眼レンズを直接覗かなくても観察できるよう改良した。 

 

(2) 「南極の大地」新設 

“海と日本 PROJECT 海・みなと・蒲郡“海の大冒険！”特別展「南極大陸 2023 氷の下のタイム

カプセル」（参照：本頁「３ 企画展」）閉幕後の令和５年 11 月 18 日（土）より、１階「海のひろ

ば」に「南極の大地」を新設。南極の石二点 

・柘榴石片麻岩，採集地：南極，リュツォホルム湾，ラングホブデ（標本番号；Rc2006-02 

AN1） 

・柘榴石片麻岩，採集地：南極（標本番号：Rc2006-02 AN2） 

を展示したほか、双眼実体顕微鏡で南極の砂（石英砂，ガーネット砂）と石炭を観察できるコー

ナーを設置した。 

 

２ ミュージアム・シアター 

ミュージアム・シアターでは、各日 2 本の内容を 1 時間毎に上映しており、年間を通じて様々なシ

アターを上映している。以下に令和 5 年度の上映作品名および上映期間を示す。 

 

（1）シーレックス よみがえる巨大海竜 

【期間】令和 5 年 6 月～11 月 

（2）海竜王 モササウルス 

【期間】令和 5 年 12 月～令和６年 5 月 

（3）生命大躍進 

【期間】令和 5 年 9 月～11 月、令和 6 年 3 月～5 月 

（4）ウォーキング with ダイナソー 太古の地球へ 

【期間】令和 5 年 6 月～8 月、令和 5 年 12 月～令和 6 年 2 月 

  

平成 27 年度より新たな取り組みとして導入した、団体来館用シアター上映は継続して令和 5 年度も

導入している。 
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3 特別展・企画展 

下記の特別展、企画展を開催した。  

 

(1)蒲郡市生命の海科学館 特別展「みんな生きてる！―進化の世界は十人十色―」 

【会期】 令和５年４月 2９日（土・祝）～令和 5 年６月２５日（日）  ４７日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 科学ひろば 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【内容】 生命の海科学館から近く、蒲郡市のシンボルともされる竹島周辺の磯には多様な生物が生

息している。本特別展では、地域の海に生息する生物に興味を持ってもらうため、竹島周

辺で採集される生物と人間との体構造及び発生段階での類似点や相違点を紹介した。 

 

(2)海と日本 PROJECT 海・みなと・蒲郡“海の大冒険！” 特別展「南極大陸２０２３ 氷の下のタイ

ムカプセル」 

  【会期】 令和５年７月１５日（土）～令和５年１１月５日（日） １０４日間 

  【会場】 生命の海科学館 ３階 科学ひろば  

  【主催】 海・みなと・蒲郡実行委員会 

  【協力】 蒲郡市教育委員会、大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所、海

上自衛隊横須賀地方総監部、砕氷艦しらせ、防府市青少年科学館ソラール、名古屋大学博

物館 

  【助成】 日本財団 海と日本 PROJECT 

 【内容】 南極大陸は現在の地球のなりたちを探るための大きな手がかりであり、また現在の地球環

境を知るための重要な観測拠点でもある。本特別展では、南極大陸で採集された地学標本

を中心に成り立ちや南極で行われている科学観測について紹介した。 

  

(3) 蒲郡市生命の海科学館 企画展 「サメ展」 

【会期】 令和５年６月 3 日（土）～９月１０日（日）  ９４日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 展示室 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【協力】 竹島水族館、豊橋市自然史博物館、瑞浪市化石博物館 

【内容】 サメ類は約４億年前の海で誕生すると大きく姿を変化させることなく、現在まで繁栄して

きたグループで、他の魚類には見られない独自の体構造を持っている。本企画展では、サ

メ類にみられる体構造の紹介や進化について紹介した。 

 

(4) 蒲郡市生命の海科学館 企画展 「ころんとまるまる ダンゴムシとなかまたち」 

【会期】 令和５年９月２３日（土・祝）～令和６年１月２８日（日） １０６日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 展示室 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【協力】 神奈川県立 生命の星・地球博物館、静岡科学館る・く・る、豊橋市自然史博物館、名古

屋市科学館 

【内容】 庭先や公園で頻繁に見かけるダンゴムシは、等脚目というグループに属する甲殻類のなか
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まである。等脚目はダンゴムシ以外にも竹島周辺に生息するフナムシや深海に生息するグ

ソクムシなど多くの種類がいる。本企画展では多身近なダンゴムシをはじめとした、等脚

目の進化や生態について紹介した。 

 

(5) 蒲郡市生命の海科学館 企画展 「三葉虫にもう夢中！」 

【会期】 令和６年２月１０日（土）～令和６年５月１２日（日） ８３日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 ３階 展示室 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【内容】 三葉虫とは約５億年前に地球上に出現し約２億５０００万年前に絶滅するまでの期間、１

万種以上にも繁栄した生物群である。本企画展では古生代を代表する示準化石である三葉

虫の進化や生態、体構造について紹介した。 

 

(6) 企画展 「第１４回 惑星地球フォトコンテスト入賞作品展」 

【会期】 令和５年１２月２日（土）～令和６年４月７日（日）  

【共催】 一般社団法人 日本地質学会、蒲郡市生命の海科学館 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 ３階 科学ひろば 

 

(7) ミニ展示 「第９回 看板コンクール入賞作品展」 

【会期】 令和６年３月２０日（水・祝）～５月６日（月・振休）  

【会場】 生命の海科学館 １階 実験工作室前廊下 

 

4 蒲郡の科学ひろば 

生命の海科学館 3 階の展示エリアであり、南極に関する特別展や惑星地球フォトコンテスト入賞作品

展など外部団体と連携し、当館の展示テーマに直結する企画展を実施した。 

 

5 地球ひろば 

図書コーナーと展示コーナーの 2 コーナーから構成される。一部のエリアを使い、ミニ展示を行った。 

 

（1）図書コーナー 

和書、洋書、児童書、月刊誌、週刊誌あわせて約 520 冊を配架している。 

 

（2）展示コーナー 

愛知工科大学に全面的なご協力を頂き、高度交通システム研究所、宇宙システム研究所をはじめ、

様々な研究施設の紹介パネル、実習教材等を常設展示している。 

令和 5 年 7 月 12 日より、同年 4 月 23 日に実施した「第一回世界でひとつ！みんなで竹島生き物

マップづくりツアー」にて作成した「2023 年春・竹島生き物マップ」を掲示している。 

また、下記のミニ企画展を開催した。 

(2-1) 三河湾環境チャレンジ作品展示会 

【会期】令和 5 年 7 月 21 日～8 月 31 日 
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(2-2) 藤吉隆雄 STS 研究写真展「1996 年のブルーインパルス ～空の記憶と記録を集める～」 

【会期】令和 5 年 9 月 23 日～11 月 9 日 

【共催】ブルーインパルスファンネット（調査研究部会） 

【協力】あいちサイエンスコミュニケーションネットワーク、市民科学コミュニケーション

サークル「KagaQ」 

 

6 陸のひろば 

陶器製イクチオサウルスの発掘体験コーナーや約200冊を所蔵する児童図書コーナーが設置されてい

る。新型コロナウイルス感染症対策により閉鎖。古生物ぬいぐるみ、ビニールモデルを展示。4月19

日からぬりえコーナーとして再開。 

 

7 資料提供 

教科書、資料集、雑誌等に当館の資料を提供した。以下に示す。 

申請日 出版社等 出版物等  資料 

令和５年 

３月３１日 

株式会社  ニュートンプ

レス 

「 VISUAL BOOK OF 

PALEOORGANISM」 

ディッキンソニア・ミロクンミ

ンギア・ピカイアの化石写真 

令和５年 

４月５日 

テクノホライゾン株式会

社 

EDIX 東京展にて「没入

感の高い映像空間」とし

て展示 

【生命の海科学館】解説付

き！展示室 360°動画① 

令和５年 

５月１３日 

株式会社カピケーラ 旅行ガイドブック「地球

の歩き方 愛知」 

インカクジラの化石写真・展

示室内写真 

令和５年 

５月２９日 

国立科学博物館 特別展「海―生命のみな

もと―」 

ハイコウイクチスの標本写真 

令和５年 

７月１５日 

株式会社 V トピア 遠足の案内チラシ 展示室内の写真 

令和５年 

９月５日 

テクノホライゾン株式会

社 

テ ク ノ ホ ラ イ ゾ ン

EXPO にて「没入感の高

い映像空間」として展示 

【生命の海科学館】解説付

き！展示室 360°動画① 

令和５年 

１１月５日 

姫路科学館 企画展「姫路科学館でカ

ガク初め！展」にて展示 

タツノオトシゴの樹脂包埋標

本 

令和５年 

１２月１８日 

東京書籍株式会社 令和８年度高等学校用

教科書「改訂  地学基

礎」 

イスア礫岩・アノマロカリス

の化石写真 

令和６年 

１月１０日 

株式会社 K&B パブリッシ

ャーズ 

『るるぶ浜松  浜名湖 

三河‘２５』 

ギョリュウの化石写真 

令和６年 

１月１５日 

株式会社第一学習社 文部科学省検定教科書

「高等学校  改訂  地

ハイコウイクチス・アノマロ

カリス・イクチオサウルス・デ
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学基礎」 ィッキンソニアの化石写真 

令和６年 

２月５日 

株式会社どりむ社 児童書「微生物のはたら

き大研究」 

ストロマトライトの写真 

令和６年 

２月６日 

いろは豊橋株式会社 朝日新聞 ASA 生活情報

便２０２４年４月号 

インカクジラ・クビナガリュ

ウの化石写真 

令和６年 

２月２２日 

株式会社新興出版社 

啓林館 

2025年度以降用中学校

理科教科書 

インカクジラの化石写真 

令和６年 

３月２１日 

株式会社エイジャ 「見る知る学ぶ ジオ

パーク・国立公園でぐ

ぐっとわかる日本列島

史」 

アノマロカリスの化石写真・

展示室内観写真 

 

  



  6 

 

Ⅱ 教育・普及部門 

1 サイエンスショー・ワークショップ等諸行事 

令和 5 年度に実施したサイエンスショー・ワークショップ、講演会等諸行事について、当館が発刊し

たイベントカレンダーで示すとともに、中止や内容変更等があったイベント等を以下に示す。 

 

 (1) イベントの中止 

令和 5 年 8 月 15 日（火）宝石をさがそう！ 

令和 5 年 8 月 31 日（木）ワイヤーde パールフラワー 

  

(2) イベントの追加開催 

令和 6 年 2 月 18 日（日） 

みんな、生命の海科学館の化石が登場するメタバースに集まれ～♪Cambrian Sea 
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２ 地域連携活動 

生命の海科学館が協力し、館にて実施した教育活動及び広報活動、まちづくり事業等は以下の通りで

ある。 

(1) 竹島の自然ミニフォーラム+世界でひとつ！みんなで竹島生き物マップづくりツアー 

(2) あいちサイエンスフェスティバル 2023in 蒲郡（名古屋大学、愛知県との共催事業） 

(3) テックスビジョン 2023 ミカワ （蒲郡商工会議所テックスビジョン事務局）サテライト会場

企画  

(4) ＪＡＦ会員イベント 

(5) MIKAWAde 遊び 100（観光協会） 

(6) 環境学習協力 AEL ネットスタンプラリー参加 

(7) 名鉄の沿線ハイキング（名古屋鉄道株式会社） 

(10) 西尾と蒲郡のんびり鉄道の旅（名古屋鉄道株式会社、名鉄西尾・蒲郡線活性化協議会） 

(11) JR 東海「さわやかウォーキング」（JR 東海） 

(12) 海を観る・地球を知る 2024（名古屋大学宇宙地球環境研究所） 

 

３ 連続講座 

（1）小学校 1・2 年生向け定例講座「かがく工作室」  

前期（5～9 月）、後期（11～3 月）期間を通して、毎月第 2 日曜日に開催する小学校 1・2 年生向

け定例講座。 

【講師】 田中 正彰（当館インタープリター）他 

【内容】 ミニブーメランと竹とんぼの工作、輪ゴムで飛ぶロケット作り、ビー玉を使ったおもち

ゃ作り、空気を利用したおもちゃ作り など 

【対象】 小学校 1・2 年生   

【定員】 午前の部 10 名、午後の部 10 名 

【開催日】毎月第 2 日曜日  

午前の部：10 時 30 分～11 時 30 分 午後の部：13 時 30 分～14 時 30 分 

【参加費】無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

(2) 小学校 3・4 年生向け定例講座「かがく教室」  

前期（5～9 月）、後期（11～3 月）期間を通して、毎月第 3 日曜日に開催する小学校 3・4 年生向

け定例講座。 

【講師】 杉浦 崇文（当館インタープリター）他 

【内容】 ゴム電力自動車を作ろう、磁石で動くキツツキを作ろう、ペットボトル噴水を作ろう、

音のひみつをさぐろう など 

【対象】 小学校 3・4 年生 

【定員】 午前の部 10 名、午後の部 10 名 

【開催日】毎月第 3 日曜日  

午前の部：10 時 30 分～11 時 30 分 午後の部：13 時 30 分～14 時 30 分 

【参加費】無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 
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(3) 小学校 5・6 年生向け定例講座「理科実験室」 

前期（5～9 月）、後期（11～3 月）期間を通して、毎月第 4 日曜日に開催する小学校 5・6 年生向

け定例講座。 

【講師】 田中 正彰（当館インタープリター）他 

【内容】 回転アニメ（ゾートロープ）の工作、白い花のカラーリング、うがい薬でいろいろ実験、

浮沈子の秘密 など 

【対象】 小学校 5・6 年生  

【定員】 午前の部 10 名、午後の部 10 名 

【開催日】毎月第 4 日曜日  

午前の部：10 時 30 分～11 時 30 分 午後の部：13 時 30 分～14 時 30 分 

【参加費】無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

(4) 一般科学講座「大人の理科授業“Eureka!”」 

大人向けの自然科学の学習講座を開催。 

【内容】  身近な自然や生活の中にある不思議について、実験や観察を楽しみながら紐解きます。 

【講師】  小田 泰史 さん（蒲郡市立形原北小学校 教諭）第 1 回担当 

小松 薫（蒲郡市生命の海科学館 嘱託専門員）第 2 回担当 

天野 卓朗 さん（豊川市立南部中学校 教諭）第 3 回担当 

高井 芙樹（蒲郡市生命の海科学館 学芸員）第 4 回担当 

近藤 史親 さん（幸田町立幸田小学校 教諭）第 5 回担当 

【開催日】令和 5 年 10 月 19 日（木）「見えないから 見てみたい！」 

令和 5 年 11 月 16 日（木）「見よう！知ろう！エビ・カニ」 

令和 5 年 12 月 21 日（木）「自動改札と非接触 IC カードのしくみ」 

令和 6 年 1 月 18 日（木）「化石発掘で知る！むかしの環境」 

令和 6 年 2 月 15 日（木）「理科の実験を ICT 機器で楽しもう！」 

＊時間はいずれも、午後 6 時 30 分から 1 時間半程度 

【対象】 内容は大人向け 

【定員】 36 名 

【参加費】100 円 

 

(5) 見えないものを見てみよう！電子顕微鏡講座 

(5-1)「身近なものを見てみよう！」  

【内容】  電子顕微鏡を使ってミクロの世界をのぞいてみよう！ 今回は野菜や植物をメインに観

察。 いつも見ているものが、ミクロの世界では どう見えるかな？ 

【講師】  山中 敦子（当館 館長） 

【定員】 （1）10 名（小学 4 年生以下は保護者同伴/保護者の同伴は 1 名まで）  

（2）20 名 

【開催日】令和 6 年 1 月 13 日（土） 

（1）10 時 30 分～11 時 30 分（対面） （2）14 時～15 時（オンライン） 

【参加費】無料 
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(5-2)「生きもののからだを見てみよう！」  

【内容】 身近な生きもののからだを電子顕微鏡を使って見てみよう！小さくてよく分からない生

きものの意外な姿が見えるかも…！？ 

【講師】 小松 薫（当館 嘱託専門員） 

【定員】 10 名（小学 4 年生以下は保護者同伴/保護者の同伴は 1 名まで） 

【開催日】令和 6 年 1 月 20 日（土）14 時～15 時 

【参加費】無料 

 

４ 訪問授業 

令和5年度に実施した訪問事業は以下の通りである。 

 訪問先数 参加者合計人数 

4 月 0 0 

5 月 1 12 

6 月 10 888 

7 月 4 120 

8 月 3 225 

9 月 3 341 

10 月 3 96 

11 月 9 835 

12 月 5 220 

1 月 4 443 

2 月 2 176 

3 月 1 22 

総計 46 3378 

 

５ 研修等の受け入れ 

（1） 職場体験学習と高校生インターンシップ 

  蒲郡市立形原中学校（3 名）、豊川高等学校インターンシップ（3 名）、 

    蒲郡市立西浦中学校（1 名）、岡崎市立六ッ美北中学校（1 名）蒲郡市立塩津中学校（3 名）、 

     新城市立ちさと中学校（1 名）、蒲郡市立大塚中学校（3 名）蒲郡市立蒲郡中学校（3 名） 

 

（2） 教員研修 

  蒲郡市内小中学校教員対象「電子顕微鏡体験会」(10 名) 

  日本初等理科教育研究会三河支部「6 月研修会」（15 名） 

  理科の授業に役立つ実技講習会（20 名） 

  東三河地区高等学校理科（生物・地学）教育研究会（20 名） 

愛知県生物教育研究会教育研修（14 名） 
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 （3）博物館実習 

令和５年８月１６日（水）から２１日（月）の６日間にかけて、名城大学、岐阜大学、愛知大学の

実習生計４名を受け入れ、博物館実習を実施した。 

 

６ 学校連携活動（蒲郡市内小中学校の理科授業での連携） 

実施校※市内１３校（小学校１０校・中学校３校）、１９回実施。 

実施日 学校・学年 単元（内容） 方法 

５月１７日（水） 三東小６年 月の形の変化 教材貸出 

９月２８日（木） 竹島小５年 川と川原の石のようす 連携授業 

９月２９日（金） 蒲北小５年 川と川原の石のようす 連携授業 

１０月 ４日（水） 三谷小４年 すがたを変える水 連携授業 

１０月２０日（金） 西浦小５年 川と川原の石のようす 連携授業 

１０月３０日（月） 竹島小６年 土地をつくっているもの 連携授業 

１１月 １日（水） 蒲北小６年 土地をつくっているもの 連携授業 

１１月 ６日（月） 形北小６年 土地をつくっているもの 連携授業 

１１月 ９日（木） 塩津小６年 土地をつくっているもの 連携授業 

１１月１０日（金） 蒲南小６年 土地をつくっているもの 教材貸出 

１１月１７日（金） 三谷小６年 土地をつくっているもの 連携授業 

１１月２７日（月） 西浦小６年 土地をつくっているもの 教材貸出 

１２月 １日（金） 三谷小４年 すがたを変える水 連携授業 

１２月 ８日（金） 蒲東小６年 土地をつくっているもの 連携授業 

１２月１４日（木） 

   １５日（金） 

蒲郡中３年 地球と宇宙 

「太陽系のすがた」 

連携授業 

 １月１１日（木） 塩津中１年 大地の変化（蒲郡の石） 連携授業 

 １月２５日（木） 大塚小５年 川と川原の石のようす 連携授業 

 ２月１４日（水） 西浦中３年 地球と宇宙（隕石） 連携授業 

 ２月１６日（金） 西浦小６年 生物と地球環境 連携授業 

  

７ 学校連携活動（その他） 

（1）蒲郡高等学校地学基礎 

    身近な石の中に宝石を探そう 

    【内容】 鉱物の生成条件により岩石の組成から地盤の歴史がわかることを学ぶ。 

    【日程】 令和 5 年 11 月 9 日（木）、11 月 13 日（月）、11 月 16 日（木） 

 

（2）蒲郡高等学校古生物学 

   （2-1）化石発掘に挑戦 

    【内容】 地層のでき方・示準化石と示相化石について紹介し、発掘体験を実施。 

    【日時】 令和 5 年 5 月 23 日（火）（出前） 
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   （2-2）アンモナイトを観察しよう 

    【内容】 アンモナイト化石を観察して古生物の生態について学ぶ。 

    【日時】 令和 5 年 12 月 19 日（火）（来館） 

 

（3）蒲郡高等学校科学実験部 

   （3-1）海の学びワークショップ 

    【内容】 樹脂包埋標本の顕微鏡観察により生物の体の構造を学ぶ。 

    【日時】 令和 5 年 9 月 17 日（日） 

 

   （3-2）電子顕微鏡体験講座 

【内容】 株式会社日立ハイテク様より借用の電子顕微鏡を用いて、科学実験部員が持ち寄った

資料の微細構造を観察する。 

    【日時】 令和 6 年 1 月 17 日（水）、1 月 20 日（土） 

 

（4）蒲郡南部小学校理科クラブ 

   （4-1）キラキラ万華鏡づくり 

    【内容】 偏光板と雲母を用いて、角度によって色が変化する偏光万華鏡を作成。 

    【日時】 令和 5 年 10 月 31 日（火） 

 

   （4-2）ダヴィンチの橋をつくろう 

    【内容】 接着剤や釘が必要ない「ダヴィンチの橋」を割りばしで作る。 

    【日時】 令和 5 年 11 月 14 日（火） 

 

   （4-3）化石発掘体験をしよう 

    【内容】 約 30 万年前の地層から化石の発掘体験をする。 

    【日時】 令和 5 年 11 月 28 日（火） 

 

   （4-4）サメの歯の化石をさがそう 

    【内容】 サメについて勉強しながら、サメの歯を観察する。 

    【日時】 令和 5 年 12 月 12 日 

 

（5）愛知大学博物館資料論 

【内容】 科学館の展示標本を観察し、展示手法や収蔵展示の考え方等について学ぶとともに、

地域資料の扱い方や活用方法について、実物を用いた実習を行った。 

    【日時】 令和 5 年 5 月 20 日（土）（来館） 

 

（6） 名古屋大学宇宙地球環境研究所 

【内容】 海洋観測を行っているロボットの研究についての講演会の実施と、プランクトンや海

流などについて紹介するブースの設置を行った。 

    【日時】 令和 6 年 3 月 31 日（日）  
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Ⅲ 科学館ネットワーク構築部門 

１ 連携活動 

ソフト事業（サイエンスショー、ワークショップ、講演会、市民講座、科学講座等）については、平

成 22 年度から個人、大学・学校、企業等から支援を受けて実施している。科学館で行う講座として、

解りやすさ、楽しさといった教育要素はもとより、企業の社会貢献やまちづくり・まちの賑わいづく

りの一環としても大きな成果を挙げている。 

令和 5年度については、個人は 41名（38名）、企業協力としては 12社（9社）、高校・大学連携とし

ては 13校（12校）、官公庁・団体連携としては、41団体（28団体）の協力があった。令和 5年度に

おいては、コロナが 5類に移行したことにより対面型ワークショップの開催が増加し、オンラインが

減少した。また夏休みに限らずイベントを開催していただける企業が増加したため、企業協力社数が

増加するもの。 

※（）は昨年度実績。 

 

(1) 個人協力者（50 音順・敬称略）  

浅井猛、天野卓朗、荒川真美、安藤佑介、石川公美、伊丹和彦、市原千明、伊藤広司、伊藤わかよ、

岩田智文、岩山勉、岡本清、小笠原豊、小川公子、小田正人、小田泰史、柿澤浩子、加藤智子、黄

瀬正敏、沓名健次、小串重治、近藤史親、佐々義子、佐藤佳奈子、佐野周二、鈴木順久、竹内恵子、

束田和弘、都築明宏、戸舘真人、富永真琴、中村元、西本昌司、箔屋スフィカ、平出暁、藤吉隆雄、

古川クミ、古川邦之、補欠人、見神元義、山田芳子 

  

(2) 企業協力社(50 音順) 

㈱アイシン、伊藤光学工業㈱、グリーンフロント研究所㈱、JR 東海、㈱ジャパン・ティッシュ・エ

ンジニアリング、竹本油脂㈱、DAOWORKS㈱、中部電力パワーグリッド㈱、名古屋鉄道(㈱)、㈱

ニデック、株式会社日立ハイテク、森菊㈱  

  

(3) 高校・大学等 学校連携 

愛知大学、愛知教育大学、海陽中等教育学校、幸田町立幸田小学校、幸田中学校、江南市立古知野

南小学校、桜丘高等学校、星槎名古屋中学校、豊川市立南部中学校、名古屋大学、蒲郡市立形原北

小学校、慈恵歯科医療専門学校、津田塾大学 

 

(4) 官公庁・団体連携  

愛知県環境局環境活動推進課、あいち産業科学技術総合センター（三河繊維技術センター）、石っ

こプロジェクト、NPO 法人オアシス、NPO 法人ブックパートナー、おもしろ科学キャラバン隊、

蒲郡商工会議所、蒲郡商工会議所青年部、蒲郡まつり実行委員会、東三河染色共同組合、金沢ヒュ

ーマン文庫を愛し守る会、幹の家、伝統文化ふろしき風の会愛知代表、名古屋大学宇宙地球環境研

究所、くらしとバイオプラザ 21、自然科学研究機構生命創成探求センター、名古屋大学博物館、わ

くわく科学教室、豊橋エコサイエンスクラブ、海洋研究開発機構（JAMSTEC）、豊橋自然史博物館、

一般社団法人日本地質学会、名鉄西尾・蒲郡線活性化協議会、竹島水族館、海・みなと・蒲郡実行

委員会、砕氷艦しらせ、海上自衛隊、日本財団海と日本 PROJECT、蒲郡再生医療産業化推進委員
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会、蒲郡市立図書館、瑞浪市化石博物館、蒲郡市学習者デジタルコミュニティ推進協議会、Sunny 

Dao、しずおか科学コミュニケーター倶楽部、大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構国

立極地研究所、海上自衛隊横須賀地方総監部、砕氷艦しらせ、防府市青少年科学館ソラール、神奈

川県立生命の星地球博物館、静岡科学館る・く・る、豊橋自然史博物館、名古屋市科学館、ジェイ

エスティ 
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Ⅳ 調査・研究部門 

1 収集・保管・整理部門 

新着標本 

（1）蒲郡市形原町の壁谷昌子氏より 44 点の標本の寄贈を受けた。 

   標本の登録作業は来年度行う。 
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Ⅴ 広報活動 

１ 広報活動 

科学館の活動を次の方法で周知を図った。 

（1）行事案内（イベントカレンダー）を、市内観光施設、市内公所、県内各種教育機関に周知し

た。 

（2）ホームページでは、常に最新情報を掲載した。 

（3）公式 X にてイベント等の情報を投稿することにより、広報活動を行った。 

（4）公式 YouTube チャンネルにて幅広い世代が家でも楽しめるワークショップ動画や、展示につ

いての動画を掲載することで広報活動を行った。 

（5）アピタ蒲郡店、蒲郡観光協会竹島支所にて、イベントポスターの掲示を行わせていただい

た。 

（6）科学系雑誌、教科書などの作成、巡回企画展等における資料提供を行った。 

（7）ワークショップや企画展などのイベントについてマスコミにリリースした。 

（8）雑誌 

JAF メイト、愛知県環境部「AEL ネットスタンプ帳」、こどもミライ、広報がまごおり等 

（9）新聞 

東愛知新聞、東日新聞 等 

（10）ＴＶ 

三河湾ケーブルＴＶ（テレビ回覧板） 

（11）WEB 掲載 

ベネフィット、タイムズクラブ、リロクラブ、愛知県博物館協会「おでかけガイド愛知の博物

館」等 

（12）ラジオ出演 

FM 豊橋、FM EGAO、ZIP-FM 
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Ⅵ 利用者数 

1 入館者数の推移 

令和 5 年度の入場者数は令和 4 年度と比較して 11,767 人増加した。 

分析としては、コロナが 5 類に移行したことにより観覧券入場者数、ソフト事業（サイエンスショ

ー・ワークショップ）参加者数、イベント、企画展入場者数全てが増加した。また陸のひろばの利用

を再開したことも入場者数増加の一因となった。 

 

区 分 11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 

生命の海科学館入場者数（計） 48,163 41,297 32,155 27,094 27,521 21,604 

内訳 市民利用証入場者数 13,102 8,942 6,212 6,106 6,046 4,522 

(市民利用証発行数) 9550 2,837 1,633 1,408 1,526 944 

観覧券等入場者数 35,061 32,355 25,943 20,988 21,475 17,082 

（内訳：有料入場者） 27,525 26,352 21,024 17,588 17,959 14,017 

（内訳：無料入場者） 7,536 6,003 4,919 3,400 3,516 3,065 

区 分 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 

生命の海科学館入場者数（計） 22,713 21,497 20,172 21,323 18,395 33,651 

内訳 市民利用証入場者数 3,708 3,887 4,309 4,119 2,710 3,677 

(市民利用証発行数) 983 1,048 1,172 1,122 611 957 

観覧券等入場者数 19,005 17,610 15,863 17,204 15,685 19,534 

（内訳：有料入場者） 15,959 14,559 13,071 14,021 14,147 14,897 

（内訳：無料入場者） 3,046 3,051 2,792 3,183 1,838 4,457 

サイエンスショー・ワークショップ      7,640 

イベント・企画展入場者数      2,980 

区 分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

生命の海科学館開館日数（日）※1       

生命の海科学館入場者数（計） 46,556 58,149 63,037 66,485 81,556 82,250 

内訳 市民利用証入場者数 5,848 5,289 4,258 3,869 4,179 4,053 

(市民利用証発行数) 866 328 362 408 364 301 

観覧券等入場者数 22,325 24,868 28,288 29,474 38,071 39,116 

（内訳：有料入場者） 17,534 17,572 19,507 17,001 24,095 24,363 

（内訳：無料入場者） 4,791 7,296 8,781 12,473 13,648 14,449 

（内訳：年間観覧券入場者）     325 304 

サイエンスショー・ワークショップ 14,910 15,670 16,380 18,746 21,932 21,175 

イベント・企画展入場者数 3,473 3,322 3,325 3,337 4,177 4,267 
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陸のひろば  9,000 10,786 11,059 13,197 13,639 

区 分 29 年度 30 年度 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

生命の海科学館開館日数（日） 313 314 294 217※ 306※ 315 

生命の海科学館入場者数（計） 84,076 77,122 70,236 21,158 35,891 44,546 

内訳 市民利用証入場者数 3,912 3,078 2,467 608 1,122 1,276 

(市民利用証発行数) 331 263 194 119 171 190 

観覧券等入場者数 38,551 35,977 32,158 14,440 25,627 32,651 

（内訳：有料入場者） 24,716 23,197 20,822 9,794 17,356 21,221 

（内訳：無料入場者） 13,648 12,603 11,099 4,646 8,271 11,430 

（内訳：年間観覧券入場者） 187 177 237 55 73 83 

サイエンスショー・ワークショップ 20,998 17,802 17,189 1,017 2,999 4,484 

イベント・企画展入場者数 6,229 5,754 6,202 3,729 4,062 2,696 

陸のひろば 14,386 14,511 12,220 0 0 0 

区 分 令和 5 年度      

生命の海科学館開館日数（日） 314      

生命の海科学館入場者数（計） 56,313      

内訳 市民利用証入場者数 2,100      

(市民利用証発行数) 216      

観覧券等入場者数 38,531      

（内訳：有料入場者） 25,139      

（内訳：無料入場者） 13,392      

（内訳：年間観覧券入場者） 143      

サイエンスショー・ワークショップ 5,632      

イベント・企画展入場者数 3,763      

陸のひろば 1,897      

※1 平成 27 年 4 月 1 日に所管換えにより情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰから生涯学習課に移管され、生命の海科学館

管理運営規則が施行され、下記のとおり休館日が定められて以降の開館日数を示す。 

［生命の海科学館 休館日］ 

ア 8 月を除く毎週火曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)

に規定する休日に当たるときは、その翌日とする。 

イ 1 月 1 日から同月 3 日まで及び 12 月 29 日から同月 31 日まで 

※2 令和 2 年度の開館日数 217 日のうち展示室稼働日数は 154 日（新型コロナウィルス感染対策のため） 

※3 令和 3 年度の開館日数 306 日のうち展示室稼働日数は 236 日（新型コロナウィルス感染対策のため） 

※4 館外活動（訪問授業・環境チャレンジ等）の利用者数については、p.23 を参照 
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２ 団体来館 

令和 5 年度における学校等の団体来館は次の通りである。 

 来館団体数 来館者合計人数   来館団体数 来館者合計人数 

4 月 5 359  11 月 12 784 

5 月 3 122  12 月 5 138 

6 月 7 238  1 月 4 79 

7 月 7 195  2 月 10 254 

8 月 14 367  3 月 9 359 

9 月 8 279  総計 96 3747 
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Ⅶ 組織・運営 

 

1 組織 

館長（学芸員兼務） １名 

副主幹（学校教育課より出向 ※現役理科教諭） １名 

係長  １名 

主事（学芸員） １名 

専門事務嘱託員（インタープリター） １名 

専門事務嘱託員（デザイン）  １名 

専門事務嘱託員（教育普及）  2 名 

会計年度任用職員（マリンスタッフ）  14 名 

会計年度任用職員（アルバイトスタッフ）  3 名 

 

２ 職員研修等 

（1）専任事務員は蒲郡市の既定の研修を受けた。 

（2）マリンスタッフ研修を下記のとおり実施した。 

・7 月 4 日（火）業務改善・展示案内研修、3 月 5 日（火）業務改善・展示案内研修 

（3） 外部研修を下記のとおり受けた。 

・2 月 9 日（金）令和５年度愛知県博物館協会職員研修会 

 

３ 施設の整備 

（1）排煙窓修繕 

動作不良であった排煙窓 8 箇所の修繕を行い設備の安全性を高めた。 

（2）消防用設備修繕 

使用期限が到来した消火器、経年劣化した消火栓ホースの取替を行い設備の安全性を高めた。 
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４ 歳入・歳出 

事業支出については、電気料を初めあらゆるものの物価が上昇し続けており、R4 年度と比べ+954 千

円の 113,751 千円となる。今後、電気料、物価以外にも人件費が上昇していき支出増加は避けられな

い状況であるのに加え、メインコンテンツとなっているシアターをはじめ建物設備の多くに老朽化・

故障などが発生しており継続的に大きな支出が予想される。 

歳入に関しては、R4 年度と比べ入館者数がコロナ前より回復し、昨年度対比+1,330 千円の増加とな

った。 

 

      単位（千円） 

  11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 

支出 ※ 154,987 266,957 234,613 228,313 209,717 155,954 149,738 

収入※※  16,809 15,260 12,705 10,551 10,126 7,832 8,541 

        

  18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

支出 ※ 145,462 130,841 128,649 118,044 129,996 140,865 109,289 

収入※※ 8,130 6,877 7,579 6,755 8,039 7,715 7,804 

        

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

支出 ※ 114,560 112,735 105,605 98,743 104,872 86,882 132,900 

収入※※ 9,040 8,669 9,223 8,020 8,472 7,941 7,065 

        

 
令和 2 年

度 

令和 3 年

度 

令和 4 年

度 

令和 5 年

度 
   

支出 ※ 114,695 101,353 112,797 113,751    

収入※※ 3,080 5,371 6,560 7,890    

※ H27 から所管換えにより情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰから生涯学習課に移管されたため、科学館のみの総

支出額（人件費を含む）である。 

※※ 科学館の入館料、企画展・講座・ワークショップ受講料、図録等販売代金の合計金額であ

る（但し、ワークショップ受講料は H22 年度から計上）。 

 

2 助成事業・補助事業 

特別展 海と日本 PROJECT 海・みなと・蒲郡“海の大冒険！” 特別展「南極大陸２０２３ 氷の下

のタイムカプセル」 においては、海・みなと・蒲郡実行委員会主催により、日本財団「海と日本

PROJECT」の助成 2,600 千円を受けて開催した。 

 


